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 年齢別に考えます。まず鳥取県の０～14 歳の子供はどうなるのか。65 年ぐらいで子供がいなくな
るのです，このペースでいくと。また，15～65 歳の現役世代は，60 年少々でいなくなってしまうの
























































































[座長・副座長] 柳原 邦光（地域文化学科）・竹川 俊夫（地域政策学科） 
[コメンテーター] 尾崎 史明（鳥取県地域振興部とっとり暮らし支援課長） 
川本 晴彦（鳥取県総務部人権局人権・同和対策課長） 
 





家中  茂（鳥取大学地域学部地域文化学科） 
 
１）本報告の背景 




























































 このグループができたきっかけは 2009 年度から 3年間，本学と倉吉市人権政策課が倉吉市で実施
した鳥取大学地域貢献支援事業である。2009 年度は「わたしたちの隣人と出会いなおすために」，





































25 番目に「鳥取県地域定着支援センタ－」が開設された。2009 年 1 月に南高愛隣会が全国初のセン
図 1 ふたつの関係性のモデル 
鳥取大学・鳥大花子：地域学論集執筆の手引き 8point 
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した鳥取大学地域貢献支援事業である。2009 年度は「わたしたちの隣人と出会いなおすために」，
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彼らの平均年齢は 47 歳で 60 歳代 10 名，70 歳代 9名と 65 歳以上が約 8 割を占める。直近の罪名は



























[座長・副座長] 光多 長温（特任教授）・藤井 正（地域政策学科） 






高田健一（鳥取大学 地域学部 地域環境学科） 
 
 歴史的環境 （Historic environment）とは，「時の流れの中で積み重ねられ，人と場の相互作用
の結果できた環境のあらゆる側面（All aspects of the environment resulting from the interaction 










































































 １ 兵庫県北部の小代地域のランニングイベントについて 
  （兵庫県立村岡高等学校地域創造類型の生徒と地域教育学科２年生の調査実習の成果） 
 ２ 鳥取砂丘におけるランニングトレーニングの効果について 
   （当研究室のこれまでの研究成果の一部） 
 ３ 鳥取県日南町大宮地域におけるウォーキングコースについて 




 1. 関耕二， 砂丘地域でのスポーツ活動. 体育の科学， 63， 298-303 (2013) 









































た結果，1968 年～1998 年にかけては西から東へと沿岸砂州の規模縮小が進み，2003 年～2008 年に
は規模がいっきに拡大したことが判明した。前者は 1950 年代後半～1970 年代にかけて日本中で実
施された川砂利採取（コンクリート骨材として利用）の影響である。千代川においても同様である。
1980 年代から深刻化した海岸侵食は，沿岸砂州の規模縮小とともに川砂利採取の負の遺産といえる。




残留した。1955 年には 0.5 mm 以細であったものが，2004 年～2009 年には 1.0 mm へと粗粒化して














[座長・副座長] 野田 邦弘（地域文化学科）・榎木 久薫（地域文化学科） 
[コメンテーター]  加納 英雄（平田一式飾保存会技術部長） 










































































  1995 年  手仕事のプロデューサー 久野恵一 
  1998 年  『吉田璋也－民藝のプロデューサー』刊行 
  2000 年  因州・中井窯 柳宗理ディレクションシリーズ 
  2001 年  『吉田璋也のものづくり』刊行 
  2002 年  まちが美術館 とっとり手仕事ギャラリー 
  2003 年  久野恵一の新作 BEAMS Fennica 
  2007 年  民藝館通り・鳥取文化村商店会 
  2009 年  『吉田璋也－新作民藝の展開』発行（日本民藝夏季学校） 
  2010 年  民藝とトットリプロダクツ協議会の連携 
  2011 年  吉田璋也とデザイン 
  2012 年  ワールド・デザイン・キャピタル 2012 ヘルシンキ 他 





























地　域　学　論　集      第 11 巻      第 １ 号（2014） 20 地域学論集 ○巻第○号(2009) 
発表内容 
明倫 AIR とは   ・主催団体について 
・開催場所について 
・経緯と変遷について 
明倫 AIR の目的  ・地域を活性化するとはどういうことか 
      ・明倫 AIR による明倫地区の活性化 
明倫 AIR で得られたもの ・アートプロジェクトとしての AIR と活性化の手段としての AIR 
      ・明倫 AIR は誰のための事業か 
明倫 AIR のこれから  ・AIR を続ける理由 




































第 1 分科会総括 
コミュニティの再生と社会的包摂 
















































































































































































































■開会挨拶 9:30 安藤 由和 （地域学研究会会長/鳥取大学地域学部長） 
■理事挨拶 9:35 法橋 誠（鳥取大学理事〈経営担当，地域連携担当〉/副学長） 
■学部プロジェクトと大会趣旨説明 9:40  
    藤井 正 （地域学研究会副会長/鳥取大学地域学部副学部長） 
 
【第１部】基調講演 10:00〜11:40 
藻谷 浩介（（株）日本総合研究所 調査部 主席研究員） 
 「地域課題解決のために大学が果たすべき役割－地域で求められる人材育成－」 
 
《共通教育棟 A20 大講義室入口前スペース》11:45〜13:00, 15:15〜15:45 
 
【第２部】分科会 13:00〜15:15 3 階 A31〜33 講義室 
第１分科会 （A31 講義室）「コミュニティの再生と社会的包摂」 
[座長・副座長] 柳原 邦光（地域文化学科）・竹川 俊夫（地域政策学科） 
［報告者］ 
１ 小林 勝年（地域教育学科）・中川 康恵（特定非営利活動法人ひつじの会理事） 
  「障がい者の社会的包摂」 





「在住外国人の社会的包摂 —鳥取県中部地域の『Tori フレンド network』を事例に—」 
３ 清藤 奈津子（地域連携研究員）・家中 茂（地域政策学科） 
「『山里の聞き書き』という手法 —鳥取県智頭町山郷地区の『聞き書き』から—」 
 [コメンテーター]尾崎 史明（鳥取県地域振興部とっとり暮らし支援課長） 
                川本 晴彦（鳥取県総務部人権局人権・同和対策課長） 
 
第２分科会 （A32 講義室）「環境の活用と再生」 
[座長・副座長] 光多 長温（特任教授）・藤井 正（地域政策学科） 
［報告者］ 
１ 高田 健一（地域環境学科） 
 「歴史的環境を活用する視点」 
２ 関 耕二（地域教育学科）  
 「自然環境を活かした運動による地域の活性化の検討」 
３ 小玉 芳敬（地域環境学科） 
 「鳥取砂丘の個性発信に向けた『鳥取砂丘学』の構築」 
[コメンテーター]佐々木 孝文（鳥取市教育委員会文化財課課長補佐兼文化財専門員） 
               堀田 利明（鳥取県生活環境部砂丘事務所長） 
 
第３分科会 （A33 講義室）「文化の再生」 
[座長・副座長] 野田 邦弘（地域文化学科）・榎木 久薫（地域文化学科） 
［報告者］ 
１ 高橋 健司（地域教育学科） 
「山陰を中心とした『一式飾り』の文化的価値と継承の課題 
２ 木谷 清人（地域連携研究員）・野田 邦弘（地域文化学科） 
「鳥取民芸再興 1995－2013」 
３ 川部 洋（地域連携研究員）・藤井 正（地域政策学科） 
「地域活性化の手段としてのアーティスト・イン・デジデンスを考える～明倫 AIR で地域
の何がかわったのか」 
 [コメンテーター]加納 英雄（平田一式飾保存会技術部長） 
                白岡 彪（トットリプロダクツ協議会プロデューサー） 
 
【第３部】総括セッション  15:45〜16:10（A20 大講義室） 
各分科会の報告 
 





















































発表＃ 発 表 者／所　属 題　　　　目 A20大講

























13 ○小玉芳敬・渡壁卓磨 Restration of the coastal Geo-environment along Tottori
Sand Dunes
地域環境学科 (鳥取砂丘海岸に認められる自然環境の回復実態) 台
14 ○関 耕二1・露木亮人1,2・米嶋美智子3 児童の体力と運動習慣が足指筋力へ及ぼす影響について
1地域教育学科,2郡家東小学校,3鳥取大学
附属小学校
15 高橋史明・○藤井 正 わいわい淀屋（淀屋サミット）における学生企画
地域政策学科・鳥大たのしみまちづくり連 　　―鳥取県倉吉市のNPO明倫NEXT１００との協働―
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16 アレクサンダー・ギンナ 芸術文化が映す地域的イメージ：２０世紀鳥取の事例 ↓ A3
地域学研究科
2013. 1.30地域学研究大会ポスター発表
